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５ 検証授業の実際と考察

(1) 検証授業Ⅰの実際

第３学年「図形」の領域「相似な図形」の指導において，主に【視点１】思考過程を整理し，

問題解決の見通しをもたせるための工夫，【視点３】互いの考えを伝え合わせるための工夫

（「伝え合う力」の育成）について検証した。

ア 単元名 「相似な図形」

ウ 本時の実際

(ｱ) 主題 「相似な図形」（１／21 ）

(ｲ) 本時の目標

○ 拡大図，縮図を基に，相似な図形の性質について見いだすことができる。（数学的な

見方や考え方）

○ 拡大図，縮図の考えを利用し，考えの根拠を明らかにしながら，図にかき入れたり，

言葉や数，式で表したり，他者に分かりやすく説明できる。（数学的な見方や考え方）

イ 単元の指導計画（全21時間）

節・項 時数 学習内容
数学的

主となる評価規準
関連のある

活動 既習内容

１ 相似な図形 ８ ● 縦拡大，横拡大な イ ＜数学的な見方や考え方＞ ● 拡大図と

(1) 相似な ３ どについて調べると ○ 縦拡大や横拡大と比べながら，拡大図の 縮図

図形 (1/3) ともに，小学校で学 意味や性質を考えることができる。 ● 合同な図

んだ拡大図や縮図に ＜知識・理解＞ 形の性質

ついて復習する。 ○ 図形の相似の意味を理解している。 ● 比，比の

● 図形の相似の意味 ア，ウ ○ 相似な図形の性質を理解している。 値

を理解する。 ＜数学的な技能＞

● 相似な図形の性質 ○ 相似な二つの図形の辺や角の関係を記号

や相似比について理 を用いて表したり，その意味を読み取った

解する。 りすることができる。

● 相似な図形の性質 ○ 相似な図形の性質を用いて，相似な図形

を用いて，辺の長さ の対応する辺の長さを求めることができる。

を求める｡

(2) 三角形 ３ ● 三角形の相似条件 ア，ウ ＜数学的な見方や考え方＞ ● 三角形の

の相似条 を理解する。 ○ 三角形の合同条件を基にして，三角形の 合同条件

件 ● 三角形の相似条件 相似条件を見いだすことができる。 ● 証明

を用いて，二つの三 ○ 三角形の相似条件を用いて，二つの三角

角形が相似であるか 形が相似であるかどうかを考えることがで

どうかを判断したり きる。

図形の性質を証明し ○ 三角形の相似条件を用いて，図形の性質

たりする。 を証明することができる。

● 相似の中心及び相 ＜知識・理解＞

似の位置の意味を理 ○ 三角形の相似条件の意味を理解している。

解し，拡大図や縮図 ○ 相似の位置及び相似の中心の意味を理解

をかく。 している。

(3) 縮図の １ ● 縮図を用いて木の イ ＜数学的な技能＞ ● 拡大図と

活用 高さや２地点間の距 ○ 縮図を用いて，木の高さや２地点間の距 縮図

離などを求める。 離などを求めることができる。

確かめよう １ ● 小単元についての ＜知識・理解＞

総合練習をする。 ○ 相似な図形の性質，相似比，三角形の相

似条件を理解し，問題を解くことができる。
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(ｳ) 本時の展開

過
主な学習活動，研究の視点 指導上の留意点，活動の様子（Ｔ：教師の働き掛け，Ｓ：生徒の反応）

程

○ 学習目標を確認する。 ○ 修学旅行で訪れた太宰府天満宮の写真（縦，横の比率が異なる）をモニター

＜図形の性質を見つけよう＞ 画面に映し，拡大，縮小の関係にあるものを考えさせることで，既習内容で

問 ○ 学習課題を把握する。 ある拡大図と縮図の関係を振り返らせ，学習目標を確認させる。

○ 実際の校舎の写真や160cmの長さの棒を提示しながら，学習課題の内容の実

題 際をイメージさせ，条件を確認させる。

の

把

握

○ 学習課題に対する情報を見いだ ○ 図を見て気付いたことや学習課題を解決するために必要と思われることを

す。 図の中にかき込ませる。

Ｔ：何が分かれば学習課題を解決できそうかな？ 線を引いたり，図の中に

かき入れたりして考えてみましょう。

Ｓ：線分ＡＢとＤＥを結んだら二つの三角形ができるよ。

Ｓ：この二つの三角形が拡大，縮小の関係にあればいいんじゃないかな。

Ｓ：それだったら，棒と校舎の影の長さが分かれば，何倍になっているか分

○ 見出した情報を基に，学習課題 かるから，校舎の高さが求められそうだよ。

を解決するための見通しをもつ。 （生徒の記入例） （生徒の反応例）

● 両方の影の長さ

● ＡＢとＤＥの長さ

● ＢＣとＥＦの比

● ＡＣとＢＣの比と

見 ＥＦの長さ

○ 小学校で学習した拡大図と縮図にはどのような関係があったか，具体的な

問題で既習内容を振り返らせ，学習課題を解決するためにどのような考えを

用いればよいかを気付かせる。

Ｔ：小学校で学習した拡大図と縮図にはどのような関係がありましたか？

Ｓ：図形の大きさは変わるけど，形は変わらない。

Ｔ：「形が変わらない」ということは，何が同じだから変わらないのだろう？

Ｓ：対応する角の大きさが同じです。

通 Ｓ：拡大，縮小にある図形の関係では，３辺の長さの比も同じだったよ。

Ｓ：ということは，対応する辺の比も同じということだよね。

（学習課題と関連のある既習内容を （生徒の記入例）

振り返る問題） Ｔ：今まで学習したことの中

で，問題解決のために使

えそうなことはどのよう

なことかな？

Ｓ：△ＡＢＣと△ＤＥＦが拡

し 大，縮小の関係にあるこ

とが言えれば辺の長さの

比を使って解決できそう

だよ。

Ｓ：太陽の位置は同じなんだ

から，∠Ａと∠Ｄは等し

いと言える。

∠Ｃ＝∠Ｆ＝90°なので，

対応する角の大きさがす

べて等しい。

だから，二つの図形は拡

大，縮小の関係にあると

言える。

＜学習課題＞
先生は身長が160cmです。先生の身長と同じ長さの棒を使い，

学校の校舎の高さを測りたい。BC，EFを影の長さとするとき，
次の（1），（2）について考えてみよう。
(1) 右図で何が分かれば，校舎の高さを求めることができる

だろうか。また，どうしてそう考えたか理由も答えなさい。
(2) ＢＣ＝1.2ｍ，ＥＦ＝９ｍのとき，校舎の高さを求めなさい。

【視点１】

思考過程を整理し，問題

解決の見通しをもたせるた

めの工夫
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過 主な学習活動，研究の視点 指導上の留意点，活動の様子（Ｔ：教師の働き掛け，Ｓ：生徒の反応）
程

○ 学習課題を解く。 ○ 既習内容を基に，なぜそのように考えたのかを根拠をあげながら，考えを
まとめさせる。

○ 考えた過程を言葉や数，式，図等を使って，具体的に述べさせる。
（生徒の記入例） （既習内容を基に問題解決した生徒の記入例）

自

力

解

決

○ 自分の考えをペアで伝え合い， ○ 自分の考えの根拠を明らかにしながら，筋道立てて表現させる。
考えを深める。 Ｔ：自分の考えを隣の人に説明してみましょう。説明する際に気を付けても

らいたいことは次の点です（モニター画面で留意事項を示す）。

Ｓ：途中までしか考えられなかったけどいいのかな。
Ｓ：自分の考えを上手く相手に伝えられるか不安だなあ。
Ｔ：途中までしか考えられなかった場合でも，「ここまでこのように考えま

した。」と伝え合いましょう。
そのとき，分からなかった点を
付け加えて伝えるといいですね。

相 Ｔ：また，説明する際は，図や式を
使ったり，自分のかいたワーク
シートを指し示したりしながら
説明するなど説明の仕方も工夫
してみましょう。

○ 疑問に思ったことや新たに気付い
互 たことなどを簡単にメモを取り，説

明を聞くことを指導する。
○ 他者の説明で，分かりやすかった

点や工夫されていた点などをコメント欄に簡潔に記入させる。
（「説明力アップシート」の活用例）

○ 「説明力アップシート」に記入
解 し，互いの説明の仕方について振

り返る。

決

（生徒がコメントに記入した例）
◎ 自分とは違う考えを聞いて，考えが深まった。
◎ 図を使って説明していたので，分かりやすかった。
◎ 質問し合いながらだったので，いつもより理解できてうれしかった。

○ 他者の表現した考えを説明する。○ 互いに説明させた後，相手の考えを説明する活動をさせる。
○ 考えた式を発表し，学習課題を ○ 考えを発表させ，学習課題の解答をさせる。

解決する。 ○ 比の式の計算方法を確認させる。
○ 相似の意味や相似の記号，相似 ○ 拡大，縮小を基にした二つの図形の関係が相似であることや，相似比，相

比の意味，相似の記号（∽）を用 似の記号（∽）を用いた表し方について指導し，まとめさせる。
いた表現形式を理解する。

【視点２】

自分の考えや解決の方法

を表現させるための工夫

（「かく力」の育成）

＜留意事項＞
○ 辺や角など，図の中で指し示しながら説明する。
○ 説明が終わったら，質問したいことや分からないことについて聞く。
○ どうしてそう考えたか根拠を伝え合う。
○ 途中までしか考えられなかった場合でも，考えた所まで説明する。

【視点３】

互いの考えを伝え合わせ

るための工夫

（「伝え合う力」の育成）
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(2) 検証授業Ⅰの考察

検証授業Ⅰを実施して，以下に示すような成果(○）と課題（●）が得られた。

ア 【視点１】 思考過程を整理し，問題解決の見通しをもたせるための工夫

○ ワークシートに学習課題と関連の深い既習内容を確認する欄を設けたことにより，生徒

は，今まで学習したことを問題解決の糸口として学習課題の解決を図ることができた。

● 学習課題を解決するために，「今まで学習した中でどのような考えが使えそうか」とい

う質問に対し，戸惑う生徒が多く，学習課題に関連の深い既習内容を自分で分類したり整

理したりすることついて課題が残った。

● 既習内容の知識が曖昧である生徒も多く，問題解決の見通しをもたせるための手立てが

必要である。そこで，単元全体を見通した，新しい学習内容と関連のある既習内容をまと

めたものを作成し，活用させる工夫を行うことが，思考過程を整理することにつながり，

既習内容と関連付け問題解決の見通しをもたせることができると考えた。

イ 【視点２】 自分の考えや解決の方法を表現させるための工夫（「かく力」の育成）

○ 「かく力」を育成するための工夫

自分の考えの根拠を明らかにしながら，筋道立てて表現させるための手立ては有効であっ

た。手立てをせず授業を行った場合，根拠が明確でない記述や答えのみの記述が多かった。

次の２点を意識し，授業を行うことで生徒の「かく力」に変容が見られた（図19）。

・ 「なぜそのように考えたか」などの考えの根拠を問うような発問を繰り返すこと

・ ワークシートに根拠を記入する欄を設け，思考した手順を振り返らせながら，考

えを記入させること

図19 「かく力」の変容

● 考えたことを図に表すことについて，苦手とする生徒が多く見られ，図と自分の考えを

関連付けながら思考をまとめさせるためのワークシートになるように工夫・改善を図る必

要がある。

ウ 【視点３】 互いの考えを伝え合わせるための工夫（「伝え合う力」の育成）

○ 相互解決の段階で伝え合う活動を行うことは，自分の考えに自信をもち，分からない部

分を明らかにしたり，解決の方法を理解したりすることに効果があった。

活動に際しては，他者の考えのよさに気付くことや，説明し合う際の視点をもつことに

ついて意識させ，気付いた点をコメント欄に簡潔に表現させ，意見を交流させるなど成果

を共有化させる指導を行った。これらの工夫により，考えをどのように説明してよいか分

からなかった生徒も，ワークシートを基に，図の中で考えを説明するなど改善が見られた。

○ 「説明力アップシート」の項目に，「かく力」，「伝え合う力」の視点を入れることで，

説明したり聞いたりする際の視点をもつことにつながった。

● 「伝え合う力」を育成するための活動時間を確保することに課題がある。単元を見通し

た計画を作成し，焦点化を図る必要がある。
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(3) 検証授業Ⅱの実際

第３学年「数と式」の領域「二次方程式」の指導において，【視点１】思考過程を整理し，

問題解決の見通しをもたせるための工夫，【視点２】自分の考えや解決の方法を表現させるた

めの工夫（「かく力」の育成）について検証した。

ア 単元名 「二次方程式」

ウ 本時の実際

(ｱ) 主題 「二次方程式の利用」（14／16）

(ｲ) 本時の目標

○ 具体的な事象の中の数量と捉え，図形と関連させながら立式することができる。（数

学的な見方や考え方）

○ 得られた解が問題の答えに適しているかを考え, 他者に自分の考えを説明することが

できる。（数学的な見方や考え方）

(ｳ) 本時の展開
過程 主 な 学 習 活 動 教 師 の 手 立 て

１ 二次方程式の解き方の手順を確認する。 ○ 「振り返りマップ」を使って，二次方程式の解き方の

２ 学習目標を確認する。 手順を確認させる。

問 文章問題を解くときのポイントを考えよう。 ○ 実際の花だんの写真を提示し，学習課題の場面を想起

題 ３ 学習課題を把握する。 させ，問題の意味を読み取らせる。

の 図のように縦８ｍ，横10ｍの長方形の土地に幅が 10ｍ

把 一定の道をつくり，残りを花だんにします。花だん

握 の面積を35ｍ
２

にするには，道の幅をいくらにすれ

ばよいですか。

４ 学習課題に対する情報を見いだす。 工夫１ ［問題解決の見通しをもたせるための工夫］

５ これまで学習した一次方程式や面積を求める学 ◎ 「振り返りマップ」を基に，学習課題に関連の深い既見
習などの本単元に関連のある既習内容を振り返る。 習内容の分類・整理及び既習内容の振り返り通

工夫２ ［問題解決の見通しをもたせるための工夫］し
◎ 既習内容と関連の深い問題の確認

イ 単元の指導計画（全16時間）

節・項 時数 学習内容 数学的 主となる評価規準 関連のある
活動 既習内容

章の扉 １ ● 一次方程式，連 ＜関心・意欲・態度＞ ● 一元一次方程式の意
立二元一次方程式 ○ いろいろな方程式を活用するこ 味及び解き方
を用いて問題を解 とに関心をもち，問題の解決に生 ● 連立二元一次方程式
決する。 かそうとする。 の意味及び解き方

● 日常生活で身近 イ，ウ ＜数学的な見方や考え方＞ （減法，代入法）
な事象を基に問題 ○ 二次の項を含む方程式をつくっ ● 二次の項の意味
を考察し，二次の たり，その解を考えたりすること
項を含む方程式を ができる。
導き，その解を求
める。

２ 二次 ３ ● 二次方程式を活 イ，ウ ＜数学的な見方や考え方＞ ● 連続する数の表し方
方程式 ３ 用して，数や図形 ○ 具体的な事象の中で数量の関係 ● 三角形，長方形の面
の活用 ２ ／ ３ に関する問題を解 を捉え，二次方程式をつくること 積を求める公式

（１） 二次 決する。 ができる。 ● 文字を用いて辺の長
方程式 ○ 得られた解や解決の方法が適切 さを表すこと
の活用 であるかどうかを吟味することが ● 文字式の計算

できる。 一次方程式，展開，
＜数学的な技能＞ 因数分解
○ 表された二次方程式を適切な方 ● 二次方程式の解き方
法で解くことができる。 ● 展開図の表し方

＜知識・理解＞ ● 変域
○ 二次方程式を活用して，問題を ● 不等号の意味や表し
解決する手順を理解している。 方

３ 章のま １ ● 二次方程式の意 イ，ウ ＜数学的な技能＞ ● 二次方程式の解き方
とめと 味や解き方につい ○ 因数分解や平方根の考え及び解 （因数分解，平方根，
問題 てまとめる。 の公式を適切に用いて二次方程式 解の公式による解き

を解くことができる。 方）

８m
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６ 求めたいことを文字で表し，図や式と関連付け 工夫３ ［「かく力」を育成するための工夫］

ながら，二次方程式をつくる。 ◎ ワークシートに，自分の考えを図や式と関連付けなが

７ 二次方程式を解き，道の幅をいくらにすればよ ら表現させる欄
自

いかについて考える。 ◎ 問題を解く手順を基に，自分の考えを筋道立てて表現
力

できる欄
解

◎ 他者の考えを聞き，図や式等を用いて簡潔に表現させ
決

る欄

◎ 振り返りマップを基に，考えの根拠を明らかにさせる

欄

８ 互いの考えをグループで説明し合い，解決方法 ○ 根拠となる事柄を挙げながら説明させる。

相 や道の幅がいくらになるかについて話し合う。 ○ 図と関連付けながら，他者の考えを確認させる。

互 ９ 解決方法や道の幅の範囲を全体で話し合う。 ○ 「説明力アップシート」に記入させ，互いの考えのよ

解 10 学習課題を解決する。 さや説明の仕方について振り返らせる。

決 11 評価問題に取り組む。

12 練習問題に取り組む。

ま 13 本時の学習内容を振り返る。 ○ 本時の学習内容のポイントを確認させ，まとめさせる。

と 14 次時の学習内容を知る。 ○ 次時の学習内容を伝える。

め

エ 本時における研究の工夫

(ｱ) 【視点１】 思考過程を整理し，問題解決の見通しをもたせるための工夫

過程 教師の働き掛けと生徒の反応（Ｔ：教師，Ｓ：生徒）

＜学習課題＞

図のように縦８ｍ，横10ｍの長方形の土地に幅が一定の道を 10ｍ

つくり，残りを花だんにします。花だんの面積を35ｍ２ にする

には，道の幅をいくらにすればよいですか。

見

通

し

Ｔ：学習課題を考えるためには，今ま

で学習した中で，どのような内容

を使えばよいですか？「振り返り

マップ」で確認してみましょう。

Ｓ：二次方程式の解き方や方程式の内容かな？

Ｔ：そうですね。他にも11，15番の項目も求めたいことを文字を用いて

どのように表せばよいかという点で参考になりそうですね。

Ｓ：学習課題を解くためには，求めたいことを文字におけばいいんだ。

Ｓ：求めたいことは道の幅だから，道の幅を x ｍとおけばいいね。

Ｔ：花だんの面積が35ｍ
２

ですが，このことを上手く使って問題解決できないかな？

Ｓ：長方形の面積を求める公式を使ったら？

Ｓ：でも二つの花だんの縦と横の長さは分からないよ。

Ｔ：そうですね。今まで学習した中で，使えそうな考えがあったんじゃないかな？

【視点１】

工夫１

問題解決の見通しをも

たせるための工夫

○ 「振り返りマップ」基に，

学習課題に関連の深い既習

内容の分類・整理及び既習

内容の振り返り

８m
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(ｲ) 【視点１】 思考過程を整理し，問題解決の見通しをもたせるための工夫

過程 教師の働き掛けと生徒の反応（Ｔ：教師，Ｓ：生徒）

Ｔ：小学校のときに次のような問題を学習しましたね。どのように考えたらよいか説明することはできますか？

次の長方形で色

の付いた部分の面

自 積を求めなさい。

力 Ｓ：（全体の面積）－（色の付いていない部分の面積）

＝４×７－１×７＝28－７＝21

解 Ｓ：それなら３×７＝21 でいいんじゃない？

Ｔ：この３はどこからでてきた数字ですか？

決 Ｓ：色の付いていない部分を上端か下端に動かして考えると，色の付いた長方形が一つの図形と考えることができ

る。だから，その長方形の縦の長さが４－１＝３ｍだよ。

Ｓ：つまり，色の付いていない部分を動かして考えても，面積は変わらないってことだよ。

Ｓ：なるほど。この考えを学習課題で使えそうだね。

Ｔ：では，次の図で表されたア，イ，ウの面積の関係を言葉

や式で表すとどうなりそうかな。

Ｓ：さっきの問題と同じ考え方を使えばいいね。

Ｓ：ということは，アの面積＋イの面積＝ウの面積というこ

とだね。

Ｓ：それなら，学習課題も同じように考えられそうだよ。

(ｳ) 【視点２】 自分の考えや解決の方法を表現させるための工夫（「かく力」の育成）

過程 教師の働き掛けと生徒の反応（Ｔ：教師，Ｓ：生徒）

相

互

解

決

【視点１】

工夫２ 問題解決の見通しをもたせるための工夫

○ 既習内容と関連の深い問題の確認

【視点２】 工夫３ 「かく力」を育成するための工夫

○ ワークシートに，自分の考えを図や式と関連付けながら表現させる欄（★１）

○ 問題を解く手順を基に，自分の考えを筋道立てて表現できる欄（★２）

○ 他者の考えを聞き，図や式等を用いて簡潔に表現させる欄（★３）

○ 振り返りマップを基に，考えの根拠を明らかにさせる欄（★４）

イ
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★ 自分の考えを図や式と関連付けながら表現させるための手立て

相 Ｔ：どのように考えて式を立てたか分かるように，図の中にかきいれてみましょう。

Ｓ：例えば（８－ x ）が何を表すかが分かればいいのかな？

互 Ｔ：そうですね。（８－ x）は図の中でどの部分を表しているのか，他者にも分かるようにかき入れてみましょう。

★ 自分の考えを筋道立てて表現させるための手立て

解 Ｔ：「振り返りマップ」にある「方程式を活用して問題を解く手順」の項目を参考にしながら，自分の考えをか

き表しましょう。

決 Ｓ：答えだけじゃだめなのかな？

Ｔ：どのように考えたら答えが導き出せたのか，考えた過程が分かるように順序立ててかきましょう。また，他

者の考えを聞いて，新たに気付いた考えや自分と異なる考えを他者の考えを記入する欄にかきましょう。

(4) 検証授業Ⅱの考察

検証授業Ⅱを実施して以下に示すような成果（○）と課題(●）が得られた。

ア 【視点１】 思考を整理し，問題解決の見通しをもたせるための工夫

○ 「振り返りマップ」を活用したことは，既習内容の中で関連のある内容を分類・整理し，

問題解決の見通しをもたせることに効果があった。つまずいた点を解決する際や，自分の

考えの根拠となる事柄を明らかにする際などに「振り返りマップ」を参考にしながら考え

る生徒が多く見られた。検証授業Ⅰに比べ，見通しをもてない生徒が少なくなり，解決ま

でいたらなくても，自分の考えを表現できる生徒が増えることにつながった。

イ 【視点２】 自分の考えや解決の方法を表現させるための工夫（「かく力」の育成）

○ 図や式と関連付けて考えるように工夫したことで，ほとんどの生徒が立式できた。また，

考えの根拠を記入することや，問題を解く手順を基に考えを表現することで，思考過程を

筋道立てて表現することにつながった。

● １単位時間の中で，「かく力」，「伝える力」の活動を全て取り入れることは，時間配分

の上で課題が残った。指導計画に，三つの活動をバランスよく位置付ける必要がある。

Ⅳ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) 検証授業後の実態調査の分析，考察及び研究の視点を踏まえた評価問題の結果

（平成24年11月９日実施 対象者：第３学年212人）

ア 検証授業後の実態調査の分析，考察

「学習したことを基に，自分の考えの根拠

を表現しましたか」という問いに肯定的な生

徒が23.5％から79.1％に増加した（図19）。

この結果から，多くの生徒が，根拠を明らか

にすることを意識しており，問題解決を図る

際に「振り返りマップ」が効果があったので 図19 考えの根拠を明確化することへの意識

はないかと考える。また，「図や式等を用い

て自分の考えを説明しましたか」という問い

に対し課題を感じていた生徒が67.7％から

19.4％に減少した（図20）。自分の考えを表

出し，伝え合う活動が充実したことから，

ワークシートの効果があったのではないかと

考える。 図20 図や式等を用いて自分の考えを説明することへの意識
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イ 研究の視点を踏まえた評価問題の結果

検証授業「二次方程式の利用」において，学習内容の定着を確認するために，研究の視点を

踏まえた評価問題を実施した（図21）。対象学級では対象外学級と比べ，立式することについ

ての正答率が高くなった（図22）。「振り返りマップ」を活用することや，「ワークシート」を

工夫して授業改善を図ったことで，図と式を関連付けて表現でき，学習内容の理解が深まった

のではないかと考える。

図21 評価問題 図22 評価問題の正答率

ウ 生徒の自由記述

「互いの考えを伝え合う活動を行う際に大事なことはどのようなことだと思いますか」とい

う質問に対し，以下のような変容が見られた。

○ 自分が説明するときは，分かりやすくするために，図や表などを提示しながら説明す

ることが大事だと思った。

○ どうしてそう考えたか, 根拠を説明したり聞いたりすることが必要だと思った。

○ 説明を聞くときは，自分の考えと同じところや違うところに注意することが大切だと

感じた。

(2) 研究の成果

ア 「振り返りマップ」を活用することで，単元全体に関連のある既習内容の中から必要とな

る考えを引き出し，問題解決の見通しをもつことにつながった。また，本時の学習内容との

関連する内容を記入する欄や，生徒一人一人に必要なオリジナルマップ欄を設けたことで，

「振り返りマップ」が使いやすいものとなった。

イ 「振り返りマップ」と関連させたワークシートを作成したことで問題解決の糸口となり,

自分の考えの根拠をもち，筋道立てて表現できるようになった。

ウ 「説明力アップシート」を活用することで，説明したり聞いたりする際の視点をもつこと

ができ，活動が充実し，考えを深めることにつながった。

２ 今後の課題

(1) 個に応じた「振り返りマップ」を作成したり，その活用の仕方を工夫したりする必要がある。

(2) 「かく力」，「伝え合う力」を育成する活動時間を確保するために，単元を見通した全体計画

の作成を行い，自力解決の場面や相互解決の場面を重点化する必要がある。

(3) 研究の視点を踏まえた生徒の変容を見取るための，検証方法を工夫する必要がある。
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長期研修者 〔山 端 真規子〕

担 当 所 員 〔末 満 一二三〕

【研究の概要】

本研究は，思考過程を整理し表現する生徒を育む

ために，問題解決の見通しをもたせることや筋道立

てて説明させることについての指導の工夫に関する

研究を行ったものである。

具体的には，「数と式」「図形」の領域における学

習内容の系統図を作成し，数学的活動の分類・整理

を行った。また，問題解決の見通しをもたせるため

の「振り返りマップ」の活用，自分の考えを筋道立

てて表現させるためのワークシートの活用，考えを

伝え合わせるための「説明力アップシート」の活用

による授業改善を図った。

その結果，既習内容を分類・整理し，問題解決の

見通しをもたせることや自分の考えの根拠をもち，

筋道立てて表現させることにつながり，目指す生徒

の姿に近付けることができた。

【担当所員の所見】

本研究は，中学校第３学年「数と式」「図形」の

領域において，思考過程を整理し表現する生徒を育

成するための指導について研究してきたものである。

具体的には，生徒の実態を基に，既習内容と関連

付け問題解決の見通しをもたせる工夫，自分の考え

や解決の方法を表現するなど「かく力」を育成する

ための工夫，互いの考えや考えた手順などを伝え合

い，自分の考えをよりよいものにしたり，深めたり

するための「伝え合う力」を育成するための工夫を

実践してきた。

その結果，生徒は既習内容と関連のある内容を「振

り返りマップ」を活用して，課題解決の糸口を見い

だし，見通しをもつことができるようになってきて

いる。また，ワークシートを活用することで，自分

の考えを数学的な表現を用いて表現したり，互いの

表現を関連付けながら筋道立てて説明したりする姿

が見られるようになってきている。

これらの取組は，生徒の思考過程を表出させ，考

えに根拠をもって説明し伝え合う活動を充実させる

指導として大きな示唆を与えるものである。

今後も，数学的な思考力・表現力を高める学習の

展開に資する実践的な研究が更に深まることを期待

したい。


